
今年５月に広島市で開催されたＧ７サミット（主要７カ国首脳会議）以降、生成ＡＩの活用や規制に向けた共通

のルール作りについて議論してきたＧ７各国。12月１日のデジタル・技術大臣会合では、「広島ＡＩプロセス包

括的政策枠組み」（以下「包括的政策枠組み」）が合意されました。   電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.１４４（２０２３.１２） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。 

広島ＡＩプロセス 
～急速に普及する生成ＡＩ＆急がれる国際ルール作り～ 
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広
島
Ａ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
は
、
Ｇ
７
（
主
要
７
カ
国
）

が
推
進
す
る
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
発
展
に
伴

う
機
会
と
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
た
め
の
国
際
的

な
枠
組
み
で
、
今
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
閉
幕
時

の
首
脳
声
明
で
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
背
景
に
は
、

世
界
各
国
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
開
発
・
活
用
が
急
速

に
進
展
す
る
な
か
、
Ｇ
７
が
国
際
的
な
ル
ー
ル

形
成
の
主
導
権
を
握
り
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ

り
ま
す
。 

   

12
月
に
合
意
さ
れ
た
「
包
括
的
政
策
枠
組
み
」

は
、
高
度
な
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
が
社
会
や
経
済
に

与
え
る
影
響
に
国
際
的
に
対
応
す
る
た
め
の
も

の
で
、
Ａ
Ｉ
関
係
者
向
け
の
国
際
指
針
や
国
際

的
な
行
動
規
範
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
開
発
者
に
対
し
て
は
、
偽
情
報
や
著

作
権
侵
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
安

全
性
や
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、
利
用
者
が

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ど
う
か
を
見

分
け
ら
れ
る
「
電
子
透
か
し
」
な
ど
の
技
術
開
発

の
推
進
を
求
め
る
一
方
、
利
用
者
で
あ
る
企
業

な
ど
に
対
し
て
は
、
偽
の
情
報
な
ど
の
リ
ス
ク

や
ぜ
い
弱
性
を
踏
ま
え
た
責
任
あ
る
利
用
を
求

め
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
開
発
者
や
利

用
者
を
対
象
と
し
て
総
合
的
な
取
り
組
み
を
国

際
的
に
合
意
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、

こ
の
方
針
を
ふ
ま
え
、
今
後
、
各
国
が
ど
の
よ
う

に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
か
が
注

目
で
す
。 

   

今
回
の
会
合
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
信
頼
性
の
向
上

な
ど
の
た
め
に
国
境
を
越
え
て
自
由
に
デ
ー
タ

を
や
り
取
り
す
る
「
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
※

」
の
具
体
化
に

つ
い
て
も
議
論
さ
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
そ
の
具
体

化
の
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
で
あ
る
Ｉ
Ａ

Ｐ
※

を
設
立
し
、
企
業
な
ど
が
デ
ー
タ
を
自
由
に

活
用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
も
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
中
で
デ
ジ
タ 

                  

ル
化
が
進
む
中
、
人
々
が
生
活
す
る
上
で
デ
ー

タ
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
Ｄ

Ｆ
Ｆ
Ｔ
の
Ｔ
（T

ru
s
t

：
信
頼
）
の
確
保
が
重
要

で
す
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な

く
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
上
で
、
国
内
外
で

生
み
出
さ
れ
る
デ
ー
タ
に
対
し
て
信
頼
性
あ
る

ア
ク
セ
ス
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
は
、
経

済
の
成
長
や
社
会
基
盤
の
維
持
に
不
可
欠
で
す
。 
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今
後
は
、
Ｇ
７
以
外
の
国
や
地
域
へ
の
ル
ー

ル
の
拡
大
・
適
用
や
、
Ａ
Ｉ
開
発
の
関
係
者
が
ル

ー
ル
を
遵
守
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
に
は
Ｇ

Ｐ
Ａ
Ｉ
※
東
京
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
各
国

政
府
や
企
業
が
協
力
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
連
す

る
偽
情
報
対
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。
電
機
連
合
と
し
て
も
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
聞
い
て
ル
ー
ル
整
備
を
進

め
つ
つ
、
信
頼
性
の
高
い
Ａ
Ｉ
の
開
発
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
、
と
の
考
え
か
ら
、
法
的
な
規
制

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
デ
ー
タ
収
集
の
た

め
の
倫
理
的
な
仕
組
み
の
構
築
な
ど
を
政
策
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
日
本
が
世
界
の
Ａ
Ｉ
活

用
の
ル
ー
ル
作
り
を
リ
ー
ド
で
き
る
か
、
引
き

続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。 
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■図表１ 生成ＡＩがもたらすリスク 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：PwC Japan グループ「生成ＡＩを巡る米欧中の規制動向最前線 生成ＡＩのリスク」 


